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雜

錄

を
確
立
：せ
し
む
る
にW

®
な
る
手
段
を
供
し
，且.
つ
國
民
.，

1.

般
の
.思
想
及
び
政
府
の
諸
法
規
間
に
調
和
を
維
持
す
■
 

る
'
に
無
二
.の
好
材
料
と
な
れ-

^

中
央
政
府
0

勢
於
範 

菌
增
大
オ
.る
^

共

に

各

州

の

；

益

妨

囊

き

に

.憲

法

立

案
 

者
が
希
望
甘
し
如
く.y
保
證
せ
ら
る
.
、
な
み
。

.

此
の
事
^

る
感
情
臆
測
ょ6
到
達
し
杧
る
結
論
に
あ 

ら
岁
し
て
、
實
に
'合
衆
國
憲
法
波
か
必
然
的
演
繹
的
結 

論
な
6

、..
立
憲
政
體
は
利
害
目
的
に
關
す
る
實
際
的
共
. 

同
團
體
の
あ
る
賫
に
の
み
存
す
と
せ
ば
北
米
合
衆
1!
^:

.

r

の
共
同
團
體
な
る
や.
、
或
方
面
ょ6

之
を
觀
察
す
れ 

k

1

の
共
同
體
i

な
る
。
此
の
勸
題
は
«
に
觀
察
點
を' '
: 

異
に
ず
る
に
從
つ
て
異
な.る
、
合
衆
國
の
社
會
的
經
儕■
 

的
政
治
的
め
諸
般
に
亘
ぅ
て
一
様
に
眞
理
な
る
槪
括
的 

解
答
を
爲
す
こ
と
盖
し
容
易
の
業
に
あ
ら
#

。..

殊
に
合
衆_

は
憲
法
の
下
に
統
治
せ
ら
る
、
と
同
脖 

に
自
殆
の
國
に
し
て
實
に
憲
政
發
展
の
終
局
は
自
治
行 

政
を
實
施
す
る
に
至
る
な6

。
自
治
な
る
名
の
は
多
少• 

の
犧
牲
を«

み
次
れ
ぱ
此
を
希
望
し̂

.る
*
如
何
な
る

,

.
七
茧
六 

ソ

場
合U

於
-C
名
施
行
し
得
可
き
制
度
：に
ぁ
ら
支
、
自
治 

は
國
浪
性
鞭
の
形_

に
し
て
永
き
政
治
敎
育
の
後
國
民
. 

に

自

助

自

制

.の

念

を

與

へ

 

' 
秩
序
的
、
共
隞
的
、
生
活 

の
習
慣
を
養
成
し
自
ら
立
.法
者
の
地
位
に
立
つ
名
常
に 

法.
'律
を
無
視
せ
ざ
る
に
至
6

て
都
め
て
之
を*

現
す
る 

r .
と

を

得
.:
0
自

治
®:
治

は

已

に

米

國

本

土

に

實

現

せ

ら
 

れ

把

：
6

0
而
し
て
®
人
は
此
後
周
ね
く
世
界
に
此
品
性 

の
發»

を
擄
め
ん
t
と
を
希
望
す
？(

ウ
イ
ルy

ン
氏 

米
國
憲
法
論
に
上
る)

經

濟

學

上

よ

り

_

殺

を

論

じ

,;

;て
乃

木

大

將

の

自

紙

k
及

ぶ
，
.

高

城

仙.次

.
郞
,
■

■

へ

目

次

ニ 

.

,
1
>赭
.

蓄

：
，-'
一：
'
-
.
:
'
'

：

.

11、

自
級
と
姑
何
ぞ
や
■

:

,
1
V
T

生
存
钦
■.

.四
、
自
殺
欲
：.

'
五
、
自
殺
汝
行
の
原
則
;

.

六
、
自
殺
の
，可
否
..

•
ハ
七
、'乃
水
大
將
の
自
及
•.
-
;

'
■

い

：I

:;.

緖

■:
:

;

_

,-
■

去
月
十
三
日
午
後
八
滕
明
治
天
皇
細
靈_

窟
城
出
.門 

:

の
號
«

を
期
し
で
»

順
役
:0

澳
雄
敌
乃
木
大
將
#
自
宪 

に
於
<

夫
人
と
共
に
自
害
し
て
黯
去
せ
し
ょ6

、
大
將 
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自
双
の
亦
杏
及
び
自
殺
其
物0:
¥:

杏

に

，就

会

'
世

論

囂

々

錄

と
し
そ
底
业
ず
石
所
を
知
ら
梦
、
幾
百
の
有
力
家
名
^
 

家
は
細
聞
紙
に
:̂

31
雜
®
に
各
其
の
意
見
を
發
表
し
.*

■
る
が
、
此
等
は
.槪
し
て
突
嗟
の
感
想
を
»
べ
杧
る
に
止 

,嘵
6

、
愼
重
な
る
態
度
を
以
て
s

s

_
lc
_

^

#
#J
3t
. 

は
乃
木
大
將
自
刃
を
論
^

^

る
$

の
に
非
る
が
如
し
。 

遨
れ
予&

本
論
に
f

經
«

寧
±

の
見
地
よ-

C

自
殺
を 

論
じ
聊
//
>
此
缺
階
を
補
》
ん
と
欲
す
る
所
以
な
6

。
論 

者
或
は
言
は
ん
、，.
.自
‘殺
ft

經
濟
學
上
の
問
題
に
非
^
と 

チ
は
是
れ
に
答
へV

言

は

ん

、
經
濟
學
は
普
通
所
爾 

社
會
の
經
鮮
狀
態
及t

s

個
人
の
經
濟
行
爲
等
を
硏
究
す
、
 

る
：̂
の
な
6

と
雖
名
、
經
濟
學
の
學
理
を
以
て
經
濟
行 

爲
經
濟
狀
態
以
外
に
他
の
?±
.會
狀
態
或
は
他
の
個
人
行 

-爲
，を
說
明
し
得
ざ
る
の
道
理
な
き
な
6

と
。
如
何
ん
と 

な
れ
ば
經
濟
學
は
极
本
盼
に
之
を
言
へ
ば
人
の
有
す
る 

各
種
の
欲
望
と
其
欲
望
を
滿
1-
C

す
爲
め
に
人
の
努
力
す 

る
^

實
を
研
究
す
る
^p

の
な
る
、が
、
人
生
は
取
6

名
0
 

^

ず
人
於
各
々
«

欲
^

を
滿
足
せ

し
め
ん
と
爲
す
努
力 

の
歷
史
な
る
を
以
て
、
人
生
は
是
れ
卽
ち
經
濟
擧
の
斫
.

.

_

七.
五
.七



'
究
め.
對
象.

な
れ
ぼ
#

厚

而
し
て
出
產
：f
 

<

生.
の
.起 

黯
(C
し.
て
、：；
■..死
c
^
其
の
-:終
點
な
ら
ず
や
。
若
し
出
，

a 

.
於
經
濟
學
.の
一
大■»
究
材
斛
杧
石
人1ロ
問
題
± :
重
要
杧. 

る
地
位
*
占
む_
る
：̂
办
な
ら
ば
、
死£

名

亦

同

^

く

重 

要
な
る
地
位
を
占
め̂

し
て
可
な
ら
ん
や
。
而
し
て
自 

殺
は
主
動
的
叉.
は
.任
意
的
死£
と
名.
'名
く.
ベ
き
名
.の
な
ノ 

6
 
0敌
；

U

予

は

，
經

學

上

ょ

ろ

自

殺

を

^
究
し
#

る
の 

み
な
ち
梦
、.
自
殺
を
說
明
す
る
は
經
濟
學
の
學
理
に
郯 

く
な
し
と.
信
梦
る
な
ん
。
是
れ
予
於
以.F
項
を
逐
ふ
て 

自
殺
：に
關
ず
る
經
濟
學
的
硏
究
を
開
陳
し
識
者
の
叱
正 

を
仰
^
ん-
\>
欲
す
る
所
以̂

6
と
す
。

唯

本

論

U
:

入

る

に

先

ち

て

.玆

'に

1
言

し

：て

胬

き

度

き
 

は

本

^

%
に

於

.で

«

狂

人

.の

自

殺

を

除

外

'ぜ

る

こ

：と

是

れ
 

な

6

。

予

0

論

せ

ん

と

欲

す

る

所

ft
普

通

.所

霜

常

識

を

： 

:

有

せ

る

名

の

V

自

殺

に

し

V
、

一
 

滕

若

く

.は

永

外

的

U

 

常

_

|:
衷

失

し

お

る

者

郁

%

狂

人

-0
苜

殺

を

含

4

^

0
 

狂

人

i

雖

名

無

數

，の

程

度

あ

ろ

y

 

}
:

槪

'に

之

を

論

^

る

. 

こ

と

を

得

次

れ

と

^P
、

.多

く

は

吾

人

の

所

爾

欲

望

な

る

名
め
^-
自
覺
せ
岁
、
且
つ
灭
自
己
の
行
爲
に
關
す
る
判 

斷
カ
を
缺
く
？
©
な
る
が
、^ ，
は
欲
望
を
自
覺
し
自
己 

の
行
爲
に
對
し
多
少
の
判
斷
ヵ
を
有
^

る
者
の
自
殺
に 

予
^
所
論
を
限
定
せ
ん
と
微
す
。

';

ニ
、
；
自

殺

と

は

蕭

ぞ
.や
，

V

:

'
，抑
：名
人
城.
無
激
の
欲
望
を
有
し
、
.•
常
に
之
を
滿
把
？ 

ん
i
€
し
つ
、
あ
ろ
。
其
欲
望
の
重
な
る
®
類
を
舉
ぐ

^
 

.、
#

欲

.
' 
r
 

,.

ニ

、

.

.
；着

衣

欲
'

…  

'

ぐ
，.

三
、
；届

住

欲
.

.

:

«

、
.性
'

欲

'

K

、
育
子
欲 

0

六

、

塵

欲

',

.

.

七
、
_

讓

.
，
 

:,

八
' 

名
聲
微
'
.

、

.

九
、
旅

行

欲
.

圓....
d
1.•  ..- 

. . *  -

-「
I.. 

. 

I.
 

■ ■
 
.■..

'■十
、
a

動

鞭

.

：::
,
.
へ 

等

に

し

y

、(

食
欲
呔
恶
に
分
ち
てB-
-

本
食
欲
、
西
洋
食
. 

欲
、
肉
食
欲
、̂

^

欲
等
と
ず
べ
く
、'
1
衣
欲
呔
之
を 

'■

日
本
服
欲
V

#

服
欲
、
美
服
欲
等
に
分
つ
べ
く
、
居
住 

に
對
ず
る
欲
望.，を
有
す
.る
？
^

、
中

：
に

は

_日

本

風

の

家

ノ 

.

寒
に
居
住
せ
ん
匕
と
を
锻
ず
ふ
者
洛
あ
ヴ
。
叉.K
洋
館
. 

に
.起
臥
せ
ん
乙
と
を
望0
者
％
あ
ゲ
。'
又
繁
華
の
.坶
に 

’
住
f

設
け
ん
2

欲
す
る
者
あ
れ
ば
、}

方
に
は
閑
靜 

の
地
に
^
2芦
を
構
へ
ん
i

望
め
る
^P

あ

^

^

育

子

欲

と
 

眾
に
云
ふ
？
仔
細
に
之
を
研
究
せ
ば
、
男
子
を
養
育
す 

る
乙
と
を
好
む.？
0 -
あ
る
と
同
踌
に
女
子
を
望
ひ
名
の 

あ
-
^。
娛
樂
欲
に
姓
又
圍
碁
欲"
狩
獵
欲
、海
漁
欲
、
玉
突 

欲
等
無
數
の
種
類
を
包.含
ず
0
'次
に
讀
書
欲
を
有
す
る. 

者
の
中
1C
«

和
漢
書
を
好
0

者
，、
洋
書
5:
^
好
0

者
リ
說 

を
好
ひ
者
、
科
學
書
を
：好
む
者
等
の
別
あ6

。"
此
外
名

:
:

:

聲
欲
、
旅#
-
欲
、
鼉

徽

等

名

纂

ん

資

に

無

數0

.

階
.級
に
分
類
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。

、
.
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然
6

而
しV

、
人
は
此
無
數
の
欲
望
ど
满
足
せ
し
め
.

雜 

錄

.ん
舻
爲
め_

&
§:
>
§
身
を
使
甩
し
<
猶
々
の
勞
役
に
服 

し
つ
、
あ
，ヶ
。
例
へ
ぼ
食
欲
を
滿
杧3
ん
於
爲
め
に
食 

物
を
調
®
^,
、：
之
を
滕
：

a

上
せ
て
味
；s

或
は
着
衣
服
を 

滿
杧
さ
ん
狀
爲
冷
に
衣
服
を
仕
立
て
之
を
身
に
賴
ふ
が 

如
し
。
ノ
\

. 

>

作
ば
食
物
を
調
理
し
晴
食
に
供
へ
.、
或
は
衣
服
を 

仕
立
て
之
を
身
に*

ふ
乙
と
を
.得
る
迄
に
準
備
す
る
は 

先
づ
食
料
品
、
衣
服
の
材
料
を
入
手
し
、
然
る
後
之
を 

料
理
し
、
或
^

叉
之
を
仕
立
す
次
る
べ
炉
ら
本
、
然
れ 

ど
.ぢ
、
食
料
等
を
入
手
す
る
に
は
之
を#

買
す
る
か
、 

或
，は
之
を
自
身
に
生
產
す
る
を
要
す
.。
之
を
購
買
す
る 

に
は
代
價
を
支
拂
は
次
る
ベ
か
ら
す
。
其
代
價
を
.支
狒 

、
、
夯

に

は

或

は

自

# .

或
る
貨
物
を
產
出
し
て
其
貨
物
、を
寶 

却
し
'て
貨
幣
を
入
.手
す
る
か
、
或
は
他U

自
B

Q

勸
勞 

を
提
供
し
て
、
以
て
報
酬
を
受
け̂
る
べ
か
ら
ず
。

3
 

れ
ば
、
之
を
雕
賈
す
る
と
名
將
杧
叉
把
之
を
自
身
に
て

產
出
^

n

^

a

j

^

p
、
.■多
^

-
の
.
*

力̂
を
要
す
。'
¥

し
.て

此
 

多
少
の
努
力
を
費
し
そ
入
手
し
杧
る
食
料
品
を
觅
に
調

七
茧
丸

iiliI

I
I；

1
I

1!
: m

1 、 
s满

1
I
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理
し
.ズ
之
を
臏
に
上
す
に
至
る
這
に
•は
：猶
幾
何
の
.努

力

Ir
.要
せ
^

6

し
な
ら
ぼ
、
各
種
の
欲
璧
は
皆
:1

足
^
、 

を
要
ず
る
令
の
2

す
。

-

:

'

.
 

.

■

:

.,
■

<

«

皆

幸

福

の

生

涯

を

送

-

^

天

下

は

太

平

無

事

な

る
 

3

れ

ど

努

力

は

人
.

U

苦

痛

を

與

ふ

.
る

名

0

な

ろ
-0

體

べ

し

.0
然

雖

名

、
欲
望
を
滿
.足
せ
し
む
る
C.
は
、 

格
，
體
質
、
勤
勉
、
.
修

養

等

の

相

違

に

，依

6

人

が

勞

働

上

に

論

岁

.る
於
如
く
、
欲
望
相
當
の
努
力
を
要
し
、
•從 

に
堪
ゆ
る
程
度
と
辟
間
と
-に
は
個
人
間
に
非
.常
の
.徑
庭
つ
て
多
少
の
苦
痛
を
忍
ば
次
る
ベ
か
ら
次
る
を
常
と
爲
. 

あ
6

と
雖
'

 

其
最
高
限
度
は
一
日
間
.に
ー
：.
ー

十

滕

間

內

す

を

以

て

、

人

は

必

.す
し
-

K
P

其
有
す
る
%

て
の
®
望
を 

外
と
す
？
人
は
到
底
連
0

I

一
 
十
#

間

以

上

の

勞

働

に

堪
.
滿
足
せ
し
め
ん
と
の
行
爲
を
敢
て
す
る
$
の
に
は
取
る 

へ
得
る
ダ
の
に
.非
ず
o

叉
最
#

限
度
に
至
6

,
て
：は

殆

ん

f

 

,

o例
へ
.ば
、
自
動
車
を
所
有
せ
ん
と
の
欲
望
を
有 

ど
零
黝
に
近
き
こ
と
あ
6

。
卽
ち
少
數
の
個
入
«

ム
，日

\

す
る
所
は
無
數
な
る
ベ
け
れ
ど
、
自
動
車
樣
貝
欲
を
有 

一
時
；

S
H,

の
勞
働
に
堪
へf

o

る
こ
i

あ
3

。
而

し

て

普

通
^

す
る
名
の
は
少
數
に
し
て
、
實
際
-に
之
を
所
有
し
罟
る 

人
.は
勞
働
赌
間
の
長
.
.び
く
に
從
；

3

其
の
苦
痛
を
.
一
磨
甚
.
.
者

は

更

に

少

數

な

す

。 

, 

だ
し
く
感
岁
る
名
の《

す
0

令
人
あ
6

て
或
る
日
車
夫
一
：

然
ら
ば
A

は
何
故
に
自
己
の
有
す
る
或
る
欲
望
を
充 

を
傭
ひ
て
十
滕
間
以
上
名
車
を
走
ら
せ
允
ろ
と
せ
ん
か
：\
足
せ
ん
と
す
るQ

行
爲
を
敢
_て
す
る
と
き
i

、
次

<

tt 

車
夫
は
疲
勞
の
爲
况
冷
倒
す
る
こ
と
^
る
ベ
く
、
.其

後

|
^
る
i

き
あ
る
'や
と
云
ふ
に
、
A

Vが
其
^

望
を
充
足
せ 

は
假
合I

.

滕
間
に
瓦
圓
の
割
增
を
與
ふ
f

最

早

一

歩

\

ん
於
爲
_

ヵ

為

|
し

蓄

を

蟹

に

至

る

は

人
は
其 

を
だ
に
進
0
.る
こ
と
を
肯
へ
ん
せ
含
る
.に
至
.る
.べ
し
0 

(

.欲
望
の
充
足
に
依
ム
て
得
ふ
自
己
の
映
樂
气
其
充
足 

■
若

し

諸

種

の
.#
:

望
を
滿
足
せ
し
む
•る
に
當
6

て
■何
等
'
，

;.

の
爲
め
.に
要
す
る
努
力
の
苦
痛
よ
6

名

大

な

推
 

の
努
力
を
要
I

、從つて何等の苦痛を忍音とし把る

£

に
し
て
、
叉
人
於
其
の
有
す
る
或
る
欲
望

を
充
足
せ
し̂

ん
と
試
み
含
る
は
其
欲
望
、に
依6

て
白 

己
の
享
有
し
得
る
快
樂'が
其
欲
望
充
足
.の
要
す
る
努
力 

.

の
苦
痛
よ
シ
少
な
斷
定
せ
し
奴
故
な

-
00..
都
市
0 

當
局
者
、が
营
樂
隊e

招
聘
し
<
公
園
に
於S

.

<
無
料
.に 

.v

市
民
に
音
樂
ヶ
賞
美
せ
し
ひ
る
と
き
、、
.晴
天
な
れ
ば 

.'
來
聽
者
多
く
、
雨
天
：霞
しX
は
夭
候
險
惡.
な
れ
ば
來
聽
：. 

者.
少
な
き
こ
i

は
人
の
知
る
所
な
る
，が
、
;.
晴

天

^

來

聽
 

.

#
麥
き
は
好
樂
家
が
其
音
樂

U

依-
^V

得

が

怏

樂

&
.
公 

園U

行
く
爲
め
に
要
す
る
努
力
の
苦
痛
よ6
名
大
な
A
ノ 

と
思
惟
し
杧
る
名
の
多
き
故
に
し

V
、

甫
天
の
I」

き
に 

來
聽
者
少
な
き
は
前
者
於
後
者
よ6
?
大
な
6
と
思
惟 

'じ
^
る
名
の
少
な.
き
に
甚
因
す
る
名
の
：と
す
。
爾
夭
の 

際
の
.來
聽
者
の
多
く
は
主
と
し
て
公
園
附
近
に
届
住
す 

る
者
な
る
は.
這
般
：の
消
息
を
語
る
名
の
な6
。

,

而
し
<

欲
靈
は
之
を
报
本
的
欲
望
と
派
生
的
欲
望
と'
 

の1

1大
部
們
に
分
つ
乙
ポ
を
得
べ
し
。
根
本
的
欲
鹽
と 

«

前
揚
：の.
十
種
の
欲
望
卽
ち
、
.
食
欲
、
着
衣
欲
、
届
住 

67
m

、

.

性

欲

、
，
育

子

欲

、

g

囊

、'
讀
書
欲
、.
名

義

、ン

旅
行
欲
、
運
寧
欲
等
の
充
足
に
依6

<
直
ち
に
人
に 

快
樂
を
與
矛
多
の
を
去
ふ
。
派
生
的
欲
望
と
《
此
根
本 

.
的
欲
望
を
.充
足
せ
し
む
る
に
^
要
な
る
手
段
を
講
ず
る 

爲
め
に
生
卞
る
欲
望
を
云
ふ
。
例
へ
ば
直
接
其
の
_充
足 

に
依
，o
て
人
に
&
'
足
を
與
ふ
る
食
欲
を
滿tt
す
爲
め
に 

食
料
品
入
手
の
欲
望
生
梦
。.次
t

此
食
料
品
入
手
の
欲 

」

望
を
滿
f

c
せ
ん
於
爲
め
に
、
金
錢
獲
得
の
欲
望
生b
、

. 

金
錢
獲
得
の
欲
望
を
滿
お
さ
ん
於
爲
め
に
勞
働
の
欲
望 

起
6

、
勞
働
の
準
備
と
しV

、
修
業
の
欲
望
發
生
す
。 

而
し
.

V

比
等
の
欲
望
卽
ち
食
料
品
入
丰
欲
望
、.，金
錢
獲 

得
の
欲
望
、
勞
_

の
欲
璧
及
.
.び
修
業
欲
«
卽
も
派
生
的 

欲
望
に
し
.
て
此
欲
望
の
充
足
に
依
ち
<
人
は
間
接
に
其 

欲
望
を
滿
杧
す
乙̂:
-

を
得
る
$

の
と
す
。
.乂
此
間
接
的 

叉
は
派
生
的
欲
望
に»

し
ズ
'
 

前
に
論
匕
杞
る
欲
望 

充
足
の
原
則
卽
ち
充
足
の
.快
樂
が
夫
れ
に
伴
ふ
®
*
よ 

ろ
^P

大
な
る
を
®
す
石
と
の
理»

藤
用
^

る
、
'?

の
な

雜

錄

以
上.
論
ず
る
諸
輝
の
欲
望
は
一
般
に
各
經
：濟
_

#

の
，
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M
M
O
f
s
i
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1
-
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'

其
欲
望
0.
究
足
.に
其
充
足
の
爲
め
に
要 

.

■

t
 

k

侬
i

<
得
る
快
樂
，
-す
る
努
力
の
.苦

痛
：

'

食
；，
欲

~*

五
0

-

'

ー
〇
〇
，
.

.
着衣欲ニ五.

〇

.

J
.
l〇

〇

一
 

届
住
欲 

四
〇
.〇
_ 

.三
〇

〇
;.| 

性欲

 

k

o

p

ベ 

'
.八
〇

〇

'

_ 

育
子
欲
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七

〇

〇

：
' 

' ニ
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一

 

九
0

〇

.一 

0

0

0い 

j 

, 

讀

書

欲

,

.

.

.八
〇

〇

-

.

四
〇
0

I

名

磬

撒
,

.

.六 
Q

O
:■
:

.
ニ
0

〇
.

.

.
一
 

.
'旅

行

欲

；
三
〇
0

- 

E

O

.

O

- 

. 

. 

| 

「

.

'

.

運

霞

' 

パ.
w

〇

〇

.

.

.三

〇

〇

：
ノ
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'

合

.
計 

E

o

o

o
 

M

O

O

.

O 

•

右
表
に
示
す
顶
に
據
れ
ば
、
.十

種

の

欲§|
の

充

足

に
 

依
6

て
得
る
快
樂
の
合
計
は
五
〇
〇
〇
に
し
て
、
■其
充 

.

分
の
爲
め
に
要
す
る
努
力
の
苦
痛
は
四
o

〇
〇
な
6

。 

_ 

I

で 

卽
ち
前
者
の
後
者
に
勝
る
乙
と
一
〇
〇
〇
な
-
^と
す
。

69

若
し
斯
く
の
如
く
欲
望
の
充
足
ょ
6

來
る
快
樂
>か
其
充 

M

:-:
:
.

'

ソ

雜

•

.

.
鼢

-

";
:

足
に
伴
ふ
苦
痛
ょ
6

多
し
i

思
惟
3

れ
杧
6

と
せ
«
吾 

A

の
假
定
，
&

個
人
ゆ
生
存
欲
を
有
す
べ
し
o
:
入
類
の 

.大
多
歡&

生
存
欲
を
有
せ
.る
a

主
と
しv
此
理
由
に
因 

ゴ
.く
'？?

P

の
.と
.す
。，

論
者
或
は
言
は
/i
..、
人
は
斯
く
の
如
く
自
己
の
欲
望 

と
苦
痛
と
S

比
較
計
量
す
る
名
の
に
非
ず
と
。
然
6
 ヽ

人
は
吾
人
の
儆
定
せ
る
如
く
芷
確
に
算
數
?:
■
JH
ゐ
て
兩 

者
を
比
* :
す
る
名
办
に
非
ず
。
3

は
れ
、
吾
人
は
常
1C
無 

意
識
に
兩
者
を
比
較
し
つ
、
あ
る
な
-
^
。
例
へ
ば
前
に 

擧
げ
宄
る
公
園
の
無
料
音
樂
會
の
例
に
於
け
る
如
く
、
 

晴
天
な
れ
ば
來
聽
者
多
く
、
雨
！

K

^;
ち
ば
來
聽
者
少
な 

き
：は
是
れ
明
か
^
好
樂
家
财
快
樂
と
苦
痛
と
を
比
較
せ 

る
财
故
«

6
。

.

E-
に
論
奢
言
®

ん
：、
假
令
人
ゆ
快
藥
と
普
痛
と
を
比 

較
す
る
ぢ
の
な
6

と
雖
名
、
快
樂
と
苦
痛
と
は
數
字
を 

以
て
之
を
表
示
す
る
こ
と
能
は
次
る
名
の
な
ろ
と
。
然 

6

、
快
樂
と
苦
痛
と
は
直
接
に
之
を
數
字
に
て
表
は
す 

乙
と
を
得
^

る
な
6

。
然
6

と

雖

？

前

表

，に

は

軍

に

各

:
七
六
三
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i l l ：
M
an；

m

盤

雜

錄

17
0

欲
望
の
比
例
と
各
苦
痛
の.比
例
を
對
照
せ
し
め
^
る
に 

.

過
ぎ
^

る
な
6

。
人
は
常
々
各
欲
望
の
充
足
よ6

得
る 

快
樂
を
比
較
し
つ
ゝ
ぁ
6

て
、
此
比
例
は
數
字
を
以
て 

.

.表
示
し
得
る
？
の
な6

と
す
？
例

.へ
ば
夏
の
衣
服
を
新 

調
せ
ん
と
欲
'す
名
者
於
木
綿
飛
白」

反
.に
-

圓
以
±
を 

支

拂

ふ

を

好

ま

す
:0
帷

子

の

飛

白

一

反

に

一

一

十

圓

を

投 

步
る
.を
.辭
せ
3'
'
る
は
木
綿
の
衣
眼
を
着
用
し
て
得
る
陕 

樂
は
雜
子
の
飛
白
を
着
用
す
る
と
き
の
快
樂
の
十
分
の 

1

と
|

^

し
女
る
が
故
な6

。
叉
苦
痛
の
場
合
名
然6

。 

例
へ
ば
鐵
道
«

各
於
停
車
場
»

に
於
.け
る
手
荷
物
運
搬 

に
舞
し
て
支
狒
ふ
；金
額
は
僅
か
に
敷
錢
な
る
；̂
、
之
を 

停
苹
場
よ
.6

自
宅
へ
.運
搬
す
る
に
は
數
十
錢
を
投
岁
る 

こ
と
あ
る
は
若
し
自
己
於
其
手
荷
物
を
運
搬
し
*
ろ
と 

せ
ば
當
然
忍
ぶ
ベ
き
苦
痛
を
前
者
の
場
合
に
は
教
錢
、
 

後
者
の
場
合
に
は
數
十
錢
に
見
積6

女
る
於
故
な
，ク0 

因
是
觀
之
、
快
樂
と
苦
痛
と
は
一
見
許
量
し
歡
き
名
の 

な
る
の
.觀
あ
石
劣
、
貸
幣
を
通[2
-

て
之
を
間
邊
的
^
比 

較
對
量
し
得
る̂P

,

の
.と
^OS

。
' 

■

(

註V

:

.
七
S

註
、
此
快
樂
苦
痛
間
の
比
較
計
量
^
，.|瞥
正
確
と
爲 

さ
ん
と
欲
せ
ば
、
金
利
を
以
て
將
來
に
於
け
る
快
樂 

と
苦
痛
と
を
割
引
せ
次
る
べ
か
ら
ず
0
咧
へ
ば
、
今
ぼ 

.
中
.に
食
欲
の
充
足
'に
依
6

て
得
る
快
樂
の
豫
#
と
明 

日
中
に
同
一
の
食
欲
の
充
足
に
依
6

て
得
る
决
樂
の 

.豫
算
と
は
一
致
せ
す
、
叉
本
年
中
に
食
欲
の
充
足
に 

依
6
 V

得
る
快
樂
の
豫
算
と
.明
年
中
に
同
一

の
食
欲 

の
宠
足
に
侬
6

て
得
る
怏
樂
の
豫
算
と
は
一
，致
せ
^
 

る
名
の
と
す
C

是
れ
-

<
：

が
.現
在
■の

'快
樂
を
ば
將
來
に 

於
け
る
快
樂
よ
6

名
大
な
ろ

-i

思
惟
す
る
が
爲
6

な 

6

。
而
し
て
此
塒
間
の
相
違
よ
6

來
る
快
樂
の
差
は 

金
利
な
る
經
濟
現
象
の
生
ず
2

所
以
に
し
<

、
其

差
' 

の
.程
度
又
は
寧
を
利
率
と
云
ふ
。
S

れ
ば
現
在
及
び 

將
來
に
於
け
る
快
樂
と
苦
痛
の
總
額
を
比
較
す
る
に 

當
6

て
利
率
を
以
て
之
を
割
引
せ
ぎ
^

ベ
か
ら
す
。

.今
或
る
生
存
欲
を
有
す
る
個
人
於
其
の
W

す
る
各
種 

.
の
欲
望
の
充
足
に
依
6

て
得
る
快
樂
曲
線(

ー
單
位 

，
の

時

間

两

に
.於

妙

石

、

例

，へ

.
'ば

.
1

日
^

M
w
、j

ヶ

17)

月
、
.

ー
年
等
の
如
き)

を(

0 ) 

(
V
)

 

)

等
と
し
、 

其
贫
足
に
伴
ふ
苦
痛
曲_
 (

同
單
位
の
坶
間
內
に
於 

け
る
.

)

を(

"

)
(

，̂

(

"

L

等
と
爲
し
、
メ
を
以
て
利 

率
を
*
-
は
し
、
ホ
を
以.て
各
其
脖
間
單
位
の
總
數
を 

示
す
と
せ
ば
、
此
個
人
の
生
存
欲
の
公
式
は
左
の
如 

く
な
る
べ
し
0

'

ィ
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d
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.

y
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J
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.
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^

y
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レ
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1

+
,
丨

論
者
又
日
»

ん
、
人
は
生
存
欲
を
有
す
る
：救
に
食
欲
、
 

着
衣
欲
等
を
有
す
る
$

の
に
し
て
、
食
欲
、
.着
衣
欲
等 

の
欲
望
を
有
す
る
奴
爲
め
に
生
存
欲
を
有
す
る
$
の
に 

.非
ず
と
。
然
6

人
は
生
存
欲
を
有
す
る
於
故
に
食
欲
、
. 

着
衣
欲
及
ぴ
其
他
の 
一
一k

の
«

本
的
欲
望
を
有
す
パ
02

l

lo
t

II
II
II
If
il
li

f

t

3
れ
ば
、
斯
く
の
如
く
、
生
存
欲
は
欲
諶
充
足
ょ
ろ

雜

ノ

錄

來
る
快
缴
其
充
足
に
伴
ふ
苦
痛
^

6
 

3多
し
と
推
定
3
 

ゝ
る 

>
に
：晚
0

#:
在

す

る

名

办

な

る

^

、

坐

存

欲

を

有

し
 

ノ

居

る

者«
其

生

存

欲

の

：
基

礎
*:
%

各

植

の

欲

諶

を

悉

ぐ
 

I
.

;
充
.足
せ
ん
と
.：試
.
.み
.
.る
名
^

.

^

»

^

^

^

る
息
。
砂
.
.
.
'
へ
：
味
 

表
：に
示
;̂

她
く
、
食
欲
め
滿
展
矽1

2L

〇
s

m

M

 

へ
、
.其
の
宠
足
に
伴
ふ
苦
痛
が
一
〇
〇
に
過
ぎ
次
る
£
 

き
は
勿
論
此
欲
望
を
充
足
せ
し
め
ん
と
試
む
る
に
至
る 

べ
け
れ
れ
、
之
に
民
し
て
、1

欲
0

如
く
ヽ
其
の
充
足 

一
に
依
'

o
y

得
る
快
樂
於
九
〇
〇
に
し
て
、
夫
れ
に
伴
ふ 

苦

痛

'が

一
o

〇
o

1C

上
る
i

き
は
此
欲
望
を
充
杧
3

ん 

と
は
せ
^

し
て
、
他
の
有
利
の
欲
望
例
ベ
w'
if

書
欲
を 

，
充

足

せ

し

め

ん
i

努
め
、

一

旦
生
存
欲
を
有
す
る
に
至 

6

忙
.
る

上
は
出
來
@
る
眼
6

少
許
の
害
痛
を
以
て
、.

最 

大
の
快
樂
を
得
ん
と
努
む
る
名
の
と
す0 

.■
叉

生

存

欲

の
*

礎

は

各

#

^

欲

望
i

苦
痛
と
1C

在
る 

を
以
て
、
其
根
本
的
#

望
©
强
弱
と
苦
痛
の
大
小
と
に 

依
6

生
存
欲
®

强
度
を
異
に
す
。
今
左
に
四
五
め
階
級 

を
擧
げV

这
各
其
階
録
1C

屬

免

.る

者

於

有

す

る

生

霖

七
六
泜



雜

錄

*爾 ：

17

の
强
弱
を
槪
論
せ
ん
と
欲
す
？

(

一)

男
子
と
婦
人
哿
通
男
子
は
婦
人
ょ6

ぢ
多 

く
且
つ
强
き
欲
鐘
を
有
す
。
i

欲
>
_
書
欲
、
名
聲 

欲
、
旅
行
欲
> 

運

動

徼

等

に

於

て

殊

.に

其

の

差

の

箸

し
 

き
を
■見
.る

ャ

之

に

反

し
.て
、
婦
入
は
精
哪
、
身
體
共 

'

に
其
の
發
達
男
子
の
夫
れ
に
及
ば̂
る
を
常
と
爲
ず
を 

以V

欲
望
充
足
の
努.カ
に
#:

ふ
.苦
痛
を
男
子
ょ6

名 

1

層
激
じ
く
感̂

る
名
の
と
す
ノ̂

作
ぼ
^

望
の
^
足 

ょ
6

來

る

快

樂

：(

以

下

單

に

快

幾

と

稱

ず
)

.
の

總tf
i
 

其

充

足

の

努

力

に

伴

ふ

苦

痛

(

以

下

單

に

苦

痛
i

稱

す) 

の

總

計

と
.

Q

差

は

男

子

に

於

け

る

よ

6

名

婦

人

に

於

け

七
六
六

<

0

是
れ
偶
然
の
結
果
に
非
次
る
也
。

(
1 

一}

.

小
兒
‘、
靑
年
i

老

人

小
兒
は
快
樂
を
知
み. 

.

て
普
通
苦
痛
を
多
く
感
せ,

0

彼
等
は
生

活
資
料
の
供 

給
を
父
母
ょ
6

受
け
、
之
奴
爲
め
に
何
等0

努
カ
を
要 

せ
ず
。
從
V

V

小
兒
は
生
存
欲
强
し
、
否̂

彼
等
に
は
死 

.
の
*

念
殆
ん
ど
無
し
。
靑
年
は
食
欲
、
着
衣
欲
、
媒
樂 

欲
、
讀
書
欲
、
名
聲
欲
、
運
動
欲
、
等
眩
益
に
し
て
、 

其
の
充
足
に
依-
C
S-C

得

.ベ

し

と

豫

想

す

み

快

樂

强

大

な
 

6

0
 
:
之

.に

反

し
て
.、

•精
純
身
體
の
發
達
期
に在

る

を

以
 

て
各
種
の
欲
望
の
充
足
に
要
す
る
努
力
の
苦
痛
を
威
宇

f 
y 

r
 
. 

- 

 ̂

.

る
こ
と
少
し0 

3
れ
ば
靑
年
は
生
存
欲
最
ぢ
强
盛
な6 

つ
h
顧

人

の

生

存

欲

は

男

次H

i

種
類
分
義
に
少
な
く
、
且
つ
餘
年 

國
の
|

女
子
大
學
‘

幾
何
S

く
'
叉.
一
方
に
I

身
共
に
I

f

 
M 

t

 

^
其
年
の
I

生
に
對
し.
て
男
子
に
生
れ
變1

以
て
、
苦
痛
を
威J

t

ど
多
し
。
さ
れ
ば
老
ん
？

H

ll
fl
il
l

云 

\ 

:

8

1

 

I

L

P

:

て
I

p

f

孝

育

學

f

於
-

益

.

(

三)

篇

f

病

身

者

は

欲

■
多
く

種

の

铲

射

を
.
取
6
*
る

に

同

欉

の

結

果

を

得

女_

_

聞

苦

痛

少

な

U

。.
之.
に

反

し

て

、
病

身

者

は

I

l

f

i

i

i

i

l
-

-llll

3
l
i 

I 
- 
s一

I 
一
 rfzlll

5-
一一-M

i
l

J
3
3̂
3
I

^
S 
一

„ 

,
.
.
.
. 

.

.

.

:

73

菩
痛
多
し
o

さ

れ

ば

、
.前

者

生

存

欲

ft

强

く 
'

後

者

の 

生

#

#

#

^

し
.'
0

'.
.

.(

四
}
無
敎
育
者
と
有
敎
育
者
無
敎
育
者
は
食
欲 

着
衣
欲
、
居
住
欲
、性
欲
、
羅

欲

等

旺

盛1
し
‘て
：、
肴 

敎
育
者
は
謂
書
欲
、
名
聲欲
、

旅
行
欲

、

運
動
欲
等
盛 

ん

な
-
-C
N。

3 1
B

敎
育
者
に取

-.c；
v

は
V
5
.的

勞

働

は

.苦

痛
 

甚
だ
し
く
、

•

有
敎
育
者
'̂

取
6

<
«
身
體
朐
勞
働
は
苦 

痛
多
し
。
因
是
無
敎
育
者
と
有
敎
育
者i

の
'
間

に

於

け
 

る
生
存
欲
の
' ®

弱
沘
兩
者Q

境
遇
.にf

<
定
ま
る
名 

の
i

す
0
'

:

(

五)

.

.賓
者
.と

富

豪
*

者
'£
«

豪
と
の
間
1C

於
け 

'
る
欲
望
_

の
塞
：は
«

だ
し
か
ら
次
る
名
、
苦
痛
の
差
著 

も
き
名
'0

と
す
。
_

へ
ば
食
欲
は
貴
者
名
富
豪R

P

共
に
. 

之
を
有
す
る
省
の
^

る%
、

.賓
者
は
之
を
充
足
す
る
忙 

終
日
勞
働
し
て
食
品
を
馓
は
ざ
る
べ
於
ら
ず
。
之
に
反 

し
て
、
.甯
豪
»

食

品

入

李

め

：爲

め

^
故

ら

に

勞

働

ず

る
 

を
：要
せ
ず
。
又
着
衣
欲
に
於
か
て
名
然
6

。
貧
若
i

雖 

名
絹
布
を
織
ふ
乙
と
'を
欲
せ
3'
'

る
名
の
な
し
。
唯
此
欲

雜

錄

.

1
を
：蹣
^

求

：爲

め

病

は

或

は

數

1

3

^

^

せ̂
次
れ
ば
能」 

は
次
る
こ
と
あ
ろ
。
富
豪
は
之
に
反
，し
、
絹
布
を
購
夯 

'

u

t

6
 

V

、
貧
者
#

木
綿
の
：衣
服
を
滕
夯
爲
め
に
努
ヵ 

す
る
^

,
き
程
の
.苦
痛
^

感

せ

る
.
な
6

。
其
他
の
欲
望 

.
に
就
着
«

念
を
纖
み
に
同
1:

の
結
果
を
#

る
な
6

。
さ 

れ
ば
、/
貧
者
の
生
存
欲
は
18
け
れ
ど
、1

 

留豪
の
.生
存
欲 

は
强
レ
？

：：

ン(六
..)：：

..

平
民
と
貴
族
：貴
族
は
社
會f
c
於
'け
る
地
位 

其
物
ょ
-
ク
快
樂
を
味
ふ
を
得
る
に
反
し
平
民
は
社

. 

會
に
於
け
ゐ
地
位
の
低
き
爲
め
に
苦
痛
を
感
卞
る
乙
と 

あ
，る
？
の
な
れ
ば
、

|

富
力
に
，於V

同
等
な
6

と
.す
る
？ 

，貴
族
は
槪
しy

平
民
上
み
名
生
活̂

®

し
.。

(

禪)

パ
平
民
i

軍
人
軍
入
は
何
日
何
滕
戰
地
に
赴 

.
き
a

家
の
爲
め
に
命
を
捧
ぐ
る
に
至
る
や
^
測
ら
れ
次 

る
地
位
に
在
る
者
な
れ
ば
、
平
肺
に
於
て
名
自
己
の
長 

#-

を
絕
對
的
に
期
待
せ
岁
、
從
つ
て
將
來
の
生
命
を
®
 

視
す
る
こ
i

少
な
き
を
以
て
、
生
存
欲
は
半
民
ょ
ヶ
«

. 

弱
き
-を
常
と
す
。

.

■

七
.六
rb
~
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. 

.

.

.

.

.

:
v四
一▲
殺

：
欲'：
'

ぃ

以
上
潘
人
は
自
殺
徵
と
密
接
の
關
係
を
有
す
る
生
存 

欲
を
論
匕
杧
る
财
、
自
殺
欲̂

る
^p

の
は
果
し
て
#

^
 

な
る
'*
合
に
發
生
す
る
劣
の
な
る
や
0
，惟
ふ
に
自
殺
欲 

は
之
を
ニ
種
で
大
別
す
石
こ
と
を#

べ
し
。
臼
く
、
消 

極
的
、
日
く
、
積
極
的
、
卽
ち
是
れ
也0

;

;

消
極
的
自
殺
欲
は
生
存
欲
の
充
足
に
依6

て
得
る
陕 

樂
よ
6
名
、
其
の
充
足
に
要
す
る
努
力
に
伴
ふ
苦
痛
の 

方
多
き
i

き
に
起
る
$

の
と
ず
。
故
に
槪
し
て
之
を% 

岁
れ
ば
、
男
子
よ6

婦
人
に
、
.
'靑
年
よ
^

^
老

ん
,c
、 

皰
康
者
よ
6
洛
疬
身
者
に/

富
豪
よ
6

名
貧
者
に
、
貴 

族
よ-CN

RP

平
民
に
、
平
民
よ̂

^
軍
人
に
自
殺
欲«

 々

易
き
傾
向
あ.C

N
O

さ
れ
ば
、
自
殺
の
原
因
を
逋
觀
す
る
に
最
名
普
通
な

る
原
因
は
.
：

.
■ 

. 

■ 

■ 

\

:.
1

、
：不

治

の

病
- 

ニ
、
贫
.

0

七
六
八

六 五 四 ミ  

厭 罪 失 負

等

な

，
り

。

不

治

の

病

に

權

れ

る

者

は

假

令

醫

師

よ

.
り
四 

五
年
乃
至
十
年
の
存
命
を
保®

さ
る
'、
^P.、

最
早
自
己 

の
生
存
に
依
ろ.て
#
る
快
樂
は
頗
る
僅
少
に
し
て
、
此 

快
樂
少
な
登
生
命
の
；爲
め#

受
せ
次
る
を
得̂

1

古
痛 

は
益
々
甚
だ
し
K

、
遂
に
後
者
は
前
者
よ
^
^
大
な6
 

i

斷
定
し
、
自
殺
欲
を
持
す
る
に
至
る
の
と
す
。

貧
困
者
に
し
て
意
志
*

弱
な
る
者
は
、
如
何
程
奢
®
 

;
し
て
1

音
財
の
見
込
'な
き
の
み
な
ら
岁
、
悅
人
の
增
加 

せf
D

る
：に
名
拘
は
ら
^
、
家
族
の
増
加
叉
は
自
己
若
し 

く
は
家
族
の
，疾
满
等
に
て
失
費0

み
燒
ヒ
て
、
益
々
努 

力
す
る
忆
從
ひ
:#

々
固
®

^

る
に
至
ろ
、
遂
に
生
存
に 

依
ろ
て
得
る

快

.̂

呔
其
の
爲
め
に
拂

分
犧
牲
に
遠
く

及 

ば
^
る
名
の
な
ろ
と
思
惟
し
、
.自
殺
欲
を
生
岁
る
に
至

I
な

負
債
は
聊
か
廉
恥
心
そ
有
す
る
者
の
璇
篇
と
爲
す 

に
しV

、
夫
れ
の
齒
す
不
名
譽
の
與
ふ
る
苦
痛
は
生
存 

に
依
6

て
得
る
快
樂
忙
勝
る
名
の
な
飞
と
思
惟̂
る
V.

.
t
と
罕
な
ら
岁0.

失
戀
の
爲
め
多
く
0

,

»

*の

.«
*

が
自
^

«

を
.有
す 

ノ
る
.に
至
る
は
、
■

己
於
慈
愛
せ
^

異
性
の
個
人
と
夫
婦
. 

ン
的
の
關
係
を
結
ぴ
、
之

y

依
6

て
多
大
の
快
樂
を
得
ん 

と
期
待
せ
.し
に
訐
畫
齟
齬
し
.<

自
己
の
將
來
に
於
け
る
：
 

快

樂

の
―
-大
部
を
一
掃
さ
れ
し
が
如
く
思
惟
す
る
と
同 

蹄
に
苦
痛
は
增
加
す
る
と
‘

，^
減
少
せ
^

る
を
以v

、
'.前 

者
は
到
底
後
者
に
及
ぱ
ぎ
石
？
の
と
斷
定
し
、
終
に
自 

殺
欲
を
懷
く
に
至
る
？
の
と
す
。 

.

罪
惡
を
犯
し̂

る
者
は
其
の
，
露
規1

刑
罰
と
を
恐
. 

れ
、
之
が
爲
め
1C

生
^

る
苦
痛
の
：大
な
る
を
f.
想
し
ノ 

生
存
に
依
6
 V

得
る
快
樂
は
寧
ろ
微
々
把
ゐ$

の
な
る
：
 

を
感
b

v

、
遂
に
自
殺
欲
を
起
す
に
至
る
名
の
，こ
す
。

■

厭
世
と
は
經
濟
學
上
ょ6

之
を
論
^

れ
ば
' 

食
欲
、

痄

着

衣

欲

、
媒
樂
欲
等
の
各
種
の
欲
蓮
頗
る
簿
顔
な
る
に

雜

錄

•«

狗

は

ぢ

す
、；：：

其

欲

望.の
：充
足
：に
要
す
る
努
力
は
各
猶 

が
卿
聲
强
き
人
に
對
す
る
と
同
等
の
苦
痛
を
與
へ
、
從 

つ
：<
差

.0
1

快
樂
ょ

1々

古

痛

を

與

：へ

.
從

つ
.<
差

引

快

樂
 

ょ
6

名
«

痛
0

方
多
し
と
断
定.
^
;
.
.
る
：、
と
.き
に
發
生
す
.

る
名
-の
と
す
？ 

. 

■
'
•.
、

：

.

此
外
其
原
因
：の
如
何
を
問
は
^
、
消
極
的
自
殺
欲
は 

前
述
の
如
ぐ
':
:
生
存
欲
全
く
消
滅
し̂

る

と

き

.發

生

す
 

る
名
の
な
6
;°

:

次
に
積
極
的
自
殺
欲
は
消
極
的
自
殺
欲
の如
く
、
快 

樂
ょ
6

-«

苦
痛
の
方
多
し
と
斷
定
3

れ
女
る
と
き
生
ず 

る
名
の
に
非
步
し̂

、

.自
殺
に
依
クV

.

或
る
特
種
の
目 

的
を
遂
げ
ん
i

欲
す
る
と
き
生
^

る

の

と

す

。
積
極 

的
自
殺
欲
の
目
的
.の
中
に
v

fi

な
る
名
の
四
五
を
擧
ぐ 

れ
ば
左
の
如
し
。

ニ
•
、
死
後
に
於
け
み
自
己
の
名
聲'

ニ
、
殉

死

「

三、諌言パ

.
四

,'
"

蹙

，せ

る

者

の

刺

益

.
,
.
:4

.
七
六
九.

.

'



.强
盛
な
る
塔
聲
欲
を
存
す
各.者

於

磐

不

遇

，
の

地

位

皆

無

^

れ
と
孝
子
只
义，
u

«
言
せ
ん
於
髮
め
、

.

#ず
^
 

に
立
|

己
0

名
聲
f

 

?

|

能
は
f

 

I

、

を
勵
し
、I

暴
g

諫

或

—

I

大
罪
を
犯
し
て
天
下
の
其
目
を
聲
動
せ
し
^
、.
或
は
名 

所
古
蹟
に
於
.

S
V

自
殺
を
遂
げ
て
、
自
己
の
姓
名
於
廣
.，！ 

く
天
.下
に
傳
へ
ら
れ
ん
こi

を
冀
ふ
こ
i

あ
ろ
.
0
-太

# |
>:
,
' 

を
犯
し
て
荆
に
就
く
は
是
れ.ー
種
の
自
殺
に
し
て
、
蚝
一 

:

政
府
黨
員
等U

往
々
此
方
法
.に
依
ろ
て
其
の
名
聲
を
滿. 

fc
3

./
i

i
 欲
す
る
者
^

0

0

掏
死
は
强
制
的
な
るi

任
意
的
な
る
i

を
間
は
穿
、

\ 

C

君
の
靈
に
從
は
んi

の
特
種
の
自
的
の
爲
め
、
自
殘 

を
遂
ぐ
る
t
 

其
の
起
原
は
靈
魂
不
滅
の
迷
信 

に
在
6

て
、

.0

君
が
死
後
猶
ほ
他
界
に
於
い<

、
生

存.
| 

せ
るR

P

の
な
れ
ば
、
生
前
に於

け

ゐ

と

同

ヒ

く

他

界

に

.
一 

於

い

て

、G

君
.の
左

右y

侍

せ

んと
の
希

望t

基

づ

ぐ
一
 

名
の
な
石
於
、

I

朝
此
風
習
於
殆
ん
と
不
文
の
法
律
の- 

如
く
爲
.

6
杧
る
狻
紱
、
.
其
風
習
に
麗
す
る
^
不
忠
不
一 

道
德
と
看
做
3

る
、
に
至
.る
名
の
と
す
0

■

親
代
に
於s

て
は
諌
言
の
爲
怂
自
殺
す
る
者
殆
ん
ど

%

愛

子

：を

奮

®

せ

し

め

ん

が

爲

め

に

自

殺

を

遂

げ

る

例
 

一
封
建
槠
代
0

我
倒
に
尠
6

ら
玄
0

赤
垣
源
織
の
老
母
舣 

I
,
:

自
殺
し
て
、
源
藤
を
し
て
後
顧
の
患-^
か
ら
し
め
、
義 

一
士
の
名
聲
を
全
あ
せ
し
め

*

る
は
其
.一 :

例
な
6

。

.要
ず
る
に
積
極
的
自
殺
は
、>
3
身
±-
'
.の
苦
痛
ょ
6

來 

る
消
極
的
理
由
に
基
か̂

し
て
、
上
記
及
び#

®

の
特

:

種
の
目
的
を
達
せ
ん
於.
爲
め
發
生
す
る
名
の
と
すo.
,

> 

.

.
<
•
.

て

.
：
，

五

、

:
自

殺

決

行

の

原

則.

.

.

抑
名
欲
望
に
は
充
足̂

れ
岁•
し

て

.
、

單

に

欲

望

と

し
 

て
存
在
す
る
名
の
と
、
充
足3
•る
、
か
或
は
充
足
を
試 

I

み
ら
る
、
名
の
と
の
ニ
種
あ
ろ0
欲
®
於
充
足
さ
れ
岁 

:

し
て
其
欲
望
を
懷
く
者
舣
踉
に
其
欲
望
の

(

充
足
を
希
望 

,

す
る
に
止
ま
る
こ
と
あ
る
は
、
其
欲
望
の
充
足

U

要
す 

.
る
猶
牲
が>

*
欲

望

ー

の

充

足

に

依

々

て

.
得

る

快

樂

ょ
6 

名

大

な-cv
i

思

惟

さ

る

、
於
故
な
ヶ
。
.叉
或
.る
欲
望
を

m

懷
け
る
者
が
之
を
充
足
せ
し
め
ん
と
試
み
る
は
、
其
の 

充
足
に
要
す
る
犧
牲
が
其
充
足
に
依
6

て

生

^

る

快

樂
 

よ
6
 79

少

な
し
と
斷
定
し
tc

る
を
以
^
.な
6

、
例
へ
ば 

食
欲
着
衣
欲
等
の
充
足
に
は
多
少
の
失
費
を
要
し
、
乘

.

馬
欲
等
の
充
足
に
は
多
少
の
失
費
を
®
す
る
と
同
滕
に 

多
少
の
身
體
の
危
險
を
冒'§
^
*
る
を
得̂

。
若
し
夫
れ
、

一
. 

盲
腸
炎
等
の̂

病
の
金
治
の
爲
め.手

術

を

受

.け

ん

と

の

一
 

欲
望
を
有
す
，る
者
は
莫
大
の
失
費
を
負
擔
す
る
の
み
な

| 

ら
岁
、
非
常
な
る
苦
痛
を
忍
ば
次
る
べ
か
ら
ず
。
叉
、
第i 

1

流
の
割
烹
店
に
於s

て
美
食
を
味
は
ん
と
欲
す
る
者

| 

. 

一
食
十
數
圓
を
要
す
る
こ
と
を
聞
か
ば
、
自
己
の
收
入 

と
比
較
し
て
、
其一

食
に
對
す
る
犠
牲
が
其
美
食
よ6

一
 

生
す
る
快
樂
よ6
%

大
な
6

と
しV

、

其

の

決

行

を

他
. 

B

に
®
す
乙
と
あ
ら
、
叉
乘
馬
欲
を
有
す
る
者
に
し
て

.
.
I、 

夫
れ
に
對
す
.る
失
費
に
は
堪
へ
得
る
名
、
乘
馬
の
危
險

*
1

 

な
る
に
想
到
し
、
自
己
の
身
命
を
捧
げ

V
、

數
勝
間
の
：
’ 

快
樂
を
求
む
る
に
躊
踏
す
る
乙
と
あ6

。
手
術
に
對
す 

る
欲
鹽
义
亦
然6

。
患
者
於
往
々
手
術
の
酸
$

痛
を

恐
れ
、
手
術
の
好
滕
期
を
逸
し
、
遂
に
死
に
瀕
す
る
に 

至
る
こ
i

あ
る
は
吾
入
の
常
に
見
聞
す
る
所
な
6

。

而
し
て
、
自
殺
欲
の
充
足
は
苦
痛
の
甚
だ
し
き
點
に 

於

S

て
は
被
手
術
欲
に
類
似
す
る
$

の
な
る
、

S
、

出
费 

.
の
點
に
於S

て
太
差
あ
6

。
手
術
を
受
け
る
に
は
通
常 

莫
大
な
る
失
*

を
要
す
れ
ど
、.
自
殺
に
要
す
み
#
用
は 

少
額
に
し
.て
其
の
重
な
る
$

の
を
^

ぐ
れ
a

左
の
如
し 

劇
_

用 

刀

_

類

の

使

用
 

鐵
砲
の
使
用
.

.

.縊

.
首 

入

水

' 

:

.
‘汽
車
の
利
用
{
織
道
自
殺)

此
の
五
種
の
方
法
は
皆
苦
痛
を
與
ふ
る
名
の
な
る
は 

自
殺
者
の
豫
知
す
る
所
な
6

。
3

れ
ど
、
此
五
種
の
方 

法
の
要
す
る
#

用
は
多
額
に
上
る
こ
と
な
し
。
劇
藥
は 

數
錢
に
て
雕
ひ
得
べ
く
、
刀
劍
と
云
ふ
ぢ
剃
刀
等
の
所 

持
品
を
利
用
す
る
こ
と
を
得
ベ
く
、
：鐵
砲
は
新
調
す
る

七
七
'

1.

、



雜 

錄

81.
7

と
な
す
名
、
猶
ほ
十
數
圓
に
て
賭
入
す
る
を
得
べ
X

、
 

德
首
に
至
6

て
は
細
；
本
^J

要
す
る
の
み
。
入
水
に
は 

琿
に
海
岸
、
河
岸
等
に
密
行
せ
ば
事
足
6

、
汽
車
.の
利 

用
名
唯
鐵
道
線
路
內
に
潜
入
す
る
こ
と
を
要
す
る
の
み

轉
ヒ
て
苦
痛
の
程
度
の
差
如
何
と
觀
る
に
、
劇
藥
の 

苦
痛
は
通
常
人
.の
經
驗
し
杞
る
と
な
き
？
の
な
れ
ば
、 

益
々
廣
<

自
殺
者
に
利
用
3

る
、
の
傾
向
ぁ
6

。
醫
家 

の
藥
局
生
叉
は
書
生
/P
多
く
此
方
法
に
依
6

て
ー
自
殺
を 

遂
ぐ
る
は
、
劇
藥
を
入
手
す
る
に
最
^P

便
利
な
る
地
位 

に
立
て
る
於
敌
な
る
べ
し
。

創
痍
の
與
ふ
る
苦
痛
妓
多
少
人
の
皆
經
猶
し
tt
る
所 

な
る
を
以
て
、
人
が
其
の
苦
痛
を
恐
る
、
こ
と
最
：̂
甚 

だ
し
。
從
つ
て
刀
劍
類
を
用
ゐ
て
@
殺
す
る
者
は
多
か 

參

0
叉
此
方
法
を
用
ゐ
て
自
殺
を
遂
ぐ
る
者
軍
人
間 

に
多
き
は
、
：卓
人
は
左
程
創
痍
の
苦
痛
を
恐
れ
次
る
と 

同
it
に
他
の
女
々
敷
方
法
を
用
ねy

死
後
に
嘲
笑
さ
る 

こ

と

を

避

け

ん

と

欲

す

る

'̂
'
故
^
ら

ん

。

七
七
ニ
：

鐵
硇
類
の
使
用
は
多
少
の
_

膽
カ
と
I

要
す
る
を 

以
て
、
婦
人
於
此
方
法
を
用
ぬ
<

自
歡
す
る
t

••と
殆
ん 

ど
な
く
、
男
子
に
^

名
、
臆
病
者
叉
は
射
的
に
全
べ
經 

驗
無
き
者
は
、
此
方
法
に
依
る
こ
と
罕
な
ろ
。

經
首
の
.與

ふ
る
苦
痛
は
人
の
皆
傅
.
説
に
依
，

C

七

知
る 

所
な
る
S

、
細
.一
條
を
有
せ
ば
、
屋
內
に
於
い
て
實
行 

し
得
る
最
名
箇
便
な
る
自
殺
法
な
る
を
以
て
、
婦
A

叉 

は
老
人
に
侬
ろ
て
最
^P

多
く
用
ゐ
ら
る
、
洛
の
と
す0 

數
ヶ
月
、
數
ヶ
年
間
病
床
に
！
：吟
せ
し
莕
が
此
方
法
に 

依
6

て
自
殺
を
試
み
る
こ
と
あ
る
は
如
何
に
叱
方
法
好 

節
便
な
る&

を
®

し
て
餘
6

あ
6

0

入
水
は
數
分
間
«y
c1

旦
6

て
非
常
な
る
苦
痛
を
與
ふ
る 

S

の
な
る
こ
と
は
自
殺
欲
^

有
す
る
者
の
豫
知
せ
る
^
 

•
な
る
名
、
此
方
法
は
臆
病
者
に
は
最
そ
適
當
せ
る
方
法 

と
爾
つ
べ
し
.0
如
何
ん
と
な
れ
ば
' 

入
水
は
劇
藥
飲
用 

の
如
く
、
自
殺
其
物
の
決
心
以
外
に
自
殺
遂
行
に
要
す 

る
大
決
斷(
例
へ
ば
藥
瓶
V
J手
に
し
て
、
ロ
に
當
て
る 

&
如
^

)

を
爲
す
に
當
6

,
て
、
全
く
自
己
の
異
氣
と
筋

肉
の
主
動
的
努
カ
を
要
す
る
名
の
に
非
岁
し
<
、
將
に 

入
水
せ
ん
と
し
て
河
岸
に
立
て
る
$
の
は
單
に
地
球
の 

引
力
を
利
用
し
.て
、
少
し
く
體
の
中
心
を
變
動
せ
し
む 

れ
ば
事
足
る
な
6
0 

(

橋
上
等
ょ
.

O

投
身
す
る
者
は
橋
の 

棚
千
に
饗
る
爲
め
に
多
少
の
自
發
的
努
力
を
要
す
れ
ど 

此
種
の
努
力
は
皆
準
備
に
し
て
、
吾
人
の
玆
に
大
炔
斷 

.
と
稱
す
る
は
、
自
殺
者
と
社
會
と
を
分
離
す
る
自
殺
者 

生
前
の
最
後
の
行
動
を
指
す
豸
の
i

すC

 }

さ
れ
ば
婦
人 

に
し
て
此
方
法
を
用
ゐ
て
自
殺
を
試
み
る
者
多
し
。

鐵
道
の
利
用
の
與
ふ
る
苦
痛
は
 

一#

時

位

以

^
!
に

は 

繼
鑛
す
べ
き
名
の
に
非
岁
し
て
、
自
殺
者
は
殆
ん
ど
之 

を
威
ず
る
乙
と

^

於
る
.べ
し
。
唯
列
車
の
蟲
々
と
し
て 

進
行
し
來
6

V

、
刻
一
刻
と
接
近
す
る
を
待
つ
苦
痛
は 

蓋
し
名
狀
し
難
きS

の
な
ら
ん
。
情
死
者
が
.多
く
此
方 

法
を
用
ゆ
る
は
兩
者
共
に
首
尾
能
く
自
殺
を
遂
ぐ
る
を 

得V
、

他
の
方
法
を
用
ゐ
把
る
と
き
の
如
く
、
當
事
者 

の
內1

人
'が
死
C

し
他
の
自
殺&

失
敗
に
終
る
好
如
き

要
す
る
に
"

自
殺
欲
を
有
す
る
者
は
、
其
自
殺
欲
舻 

消
極
的
原
因
よ6

發
生
し
^

る
と
、
積
極
的
原
因
よ
/ノ 

發
生
し
杧
る
と
を
問
は
岁
、
上
に
論
す
る
自
殺
決
行
に 

伴
ふ
苦
痛
が
、
其
の
自
殺
欲
汐
充
足
に
依
り
て
生
岁
る 

快
樂
に
及
ば
か
る
3

の
と
斷
定
す
る
と
き
：自
殺
を
決
行 

す
る
？
の
と
す
。
故.
に
.消
極
的
自
殺
欲
を
有
す
る
者
の 

中
に
て
自
殺
1C

伴
ふ
苦
痛
を
以
て
其
欲
望
の
充
足
よ6 

生
梦
る
快
樂
.よ
6

?

强
大
な
4

と
思
惟
し
ぐ
、
自
殺
を 

決
行
せ
次
る
者
多
於
る
べ
し
。
之
に
反
し
、
積
極
的
自 

殺
欲
を
有
す
る
者
は
。
或
る
特
種
の
目
的
を
達
せ
ん
が 

爲
め
1C

自
殺
欲
を
懷
く
に
至
6

^
る

の

な
る
を
以
て 

其
欲
望
$

强
く
、
從
つ
て
其
の
充
足
の
爲
め
に
多
大
の 

犧
牲
を
挪
ふ
こ
と
を
辭
せ
次
る
べ
し
。

六
、
自

殺

の

可

否

.79

乙
と
^

き
を
以
て
.な
る
.ベ
し
_

自
殺
の
可
否
を
論
ず
る
に
當
6

て
、
先
づ
其
見
地
を 

明
か
に
す
る
を
要
す
。
惟
ふ
に
自
殺
の
可
否
は
自
殺
者 

其
物
の
立
場
、
自
殺
者
め
推
論
の
適
否
及
び
社
會

$

m

錄

七



ふ
る
其
人
の
自
殺
の.
影
響
の
三
方
面
よ6
之
を
論
穸
る 

こ
と
を
得
べ
し
。
否
な
之
を
論
ず
る
を
良
し
と
す
。

先
づ
自
殺
者
其
物
の
立
場
よ6
.
之
を
論
せ
ん
に
、
自 

殺
者
は
自
殺
欲
を
有
し
、
其
欲
望
の
充
足
に
由
6

て
生 

^

る
快
樂
财
、
其
充
足
に
喪
す
る
犧
牲
上
/
ノ
名
勝
作
ぅ 

と
斷
定
し
杧
る
於
故
に
自
殺
を
決
行
し
^
るに
過
ぎ
^
 

し
て
、
他
の
欲3

T

例
へ
ば
食
欲
、
着
衣
等
の
充
足
の 

場
合
と
性
質
に
於
て
異
な
る
所
な
し
。
■
唯
異
な
る
所
A
 

程
度
の
問
題
な6

。
食
欲
、
着
衣
欲
等
の
充
足
は
左
程 

人
の
注
意
を
*

か
^

る
？
.の
な
る
名
、
自
殺
は
天
下
の 

S

目
を
聳
»

す
る
の
傾
向
あ6
。

3

れ
ど
、
.自
殺
者
其 

物
の
立
脚
地
よ6

云
へ
ば
、

一
欲
蟹
を
充
足
し̂

る
に 

過
ぎ
次
る
な
ぅ
。
自
殺
者
は
自
己
の
有
ず
る
例
斷
力
を 

用
ゐ
て
、
自
殺
の
利
害
を
打
算
しy.、

自
殺
す
る
を
以 

て
自
己
の
利
益
と
斷
定
し
允
る
名
の
な
れ
ば
、
自
殺
者 

は
欲
す
る
所
を
實
行
せる
の
み
。
3

れ
ば
他
の
欲
望
を 

充
足
す
：/6
を
桃
難
す
る
の
程
度
に
於
い
て
、
自
殺
欲
の 

充
足
を
批
難
し
'#

ベ
き
名
、
自
殺
欲
览
人
の
注
意
を
爾

く
欲
望
な
る
の
敌
を
，
.M

て
：#
.
に
自
殺
を
批
難
ず
く

き
多 

の
な
ら
梦
。

■ 

. 

. 

■ 

!

然
6

と
雖
名
、
自
殺
者
於
果
し
て
其
の
推
斷
に
誤®. 

•な
か
6

し

か

を

論

^

る

は
第
三
者
の
爲
し
得
べ皂
所
に 

し
て
、
又
當
然
爲
す
べ
き
名
の
と
す
。
自
殺
者
の
推
斷 

を
枇
評
す
る
に
當6

て
、
第
一
に
自
殺
者
の
自
殺
欲
は 

消
極
的
な
6

し
か
、
將
fc

叉
た
、•
積
極
的
な
6

し
/;
>

を 

確
め
、
然
る
遵
、若

し
梢
極
的
自
殺
欲
な6

し
な
ら
ば 

自
殺
者
は
生
前
果
し
て
ゝ
自
殺
に
値
ひ
す
る
の苦

痛

を
 

蒙
6

居
杧
る
や
否
や
、
他
に
此
苦
痛
を
輕
減
す
る
の
方 

法
な
か
6

し
め
、
若
し
叉
、.積
極
的
自
殺
欲
杧6

し
な 

ら
ば
、
自
殺
は
其
の
特
種
の
目
的
を
達
す
る
最
上
の
策
 

な
ら
し
や
否
や
を.
M
究
す
べ
し
。

次
に
.自
殺
於
社
會
に
與
ふ
る
影
響
を
論
梦
べ
し
。
抑 

?
斯
か
る
場
合
に
於
け
る
廣
義
の
社
會
と
は
自
殺
者
以 

外
の
總
て
の
人
を
總
稱
す
る
％
の
な
れ
ば
、
其
社
食
は 

自
殺
者
i

の
關
係
上
多
く
の
階
級
に
屬
し
、
各
異
れ
る 

矛
害
得
失
の
關#

を
有
す
る
種

-々0
.人
ょ
6

成
る
は
明

181

か
玫
6

。
假
6

に
有
力
の
在
朝
政
事
家
於
自
殺
把
6

し 

;
と
せ
ば
、
其
同
殺
者
と
の
關
係
上
に
於
け
る
階
級
の
主 

な
る
；̂
の
は
左
の
如
く
な
る
べ
し
。

.

親

戚

’

朋

友
 

.

同

窓

'

■

■

同
鄕
者

同
政
黨

反
對
黨

政
/
府

學
校
敎
員 

.

宗
敎
家

社
會
敎
育
家

他

の

國

民
'

.

右
の
內
、
此
敌
事
家
の
自
殺
に
因
ろ
て
、
親
戚
は
，

一 

大
打
離
を
蒙
む
/)
'
•は
妨
論
な
る
を
以
て
、
.此
の
政
家
事 

の
，自

殺

は

親

®

に

取

ら

て

は

不

可

な

る

は

論

な

し

。

朋 

友
洛
亦
有
力
な
る
.朋
友
を
失
ふ
乙
と
.な
れ
ば
、
政
事
家

m

の
©;

殺
は
朋
友
に
取
^

V
--
C

名
亦
不
可
な
6

。
同
窓
、
同 

鄕
者
ぢ
是
れ
に
準
ず
る
は
明
於
な
6

。
3

れ
.ど
研
政
黨 

に
■至
6

て
は
必
步
し
$

然
ら
宇
。
此
の
政
事
家
の
自
殺 

に
因
6

て
其
黨
の
#

カ
«

に
凋
落
す
る
が
如
き
こ
と
あ 

ら
ば
、
全
黨Q

.

不
利
益
な
る
ベ
く
、
從
っ
<
此
自
殺
は 

其
政
黨
に
取
6

て
不
幸
な
る
事
件
と
謂
つ
べ
し
。
さ
れ 

ど
、
若
し
其
の
自
殺
の
爲
あ
杂
黨
の
勢
カ
に
以
何
等
の 

影
響
を
與
へ
#

し
て
、
窜
に
其
黨
內
に
て
自
殺
者
の
屬 

せ
し
派
の
勢
を
殺
ぎ
、
他
派
を
し
て
霸
を
握
る
に
至
ら 

し
め
fc
6

i

せ
.ば

、
，
此

の*

T
E

殺
は
全
黨
に
對
し
て
は
可 

否
孰
れ
i

%
決
し
難
く
、
唯
自
殺
者
の
觸
せ
し
派
に
對 

し
て
不
可
に
し
て
、
他
派
に
對
し
て
利
益
あ
る
名
の
と
. 

謂
つ
べ
し
。
又
反
對
黨
の
見
地
.ょ
6

之
を
論
せ
ば
、
■若 

し
自
殺
者
の
厨
せ
し
政
黨
垒
體
の
#
力
が
其
の
自
殺
に 

因
6

.y

何
等
の
.痛
拜
を
威
せ
中
.i

せ
ば
、
此
自
殺
の
可 

.
否
.は
問
.ふ
必
翦
な
し
ザ
然
れ
ど
名
、
若
し
其
黨
财
之
に 

因
6

て
打
擊
を
蒙
む
る
名
の
な
6

と
せ
ば
、
R

對
黨
に 

取
6

-C
.

K
此
自
殺
は
有
利
の
.名
の
.さ
看
做
ず
べ
し
？

.

七

著



次
に
政
府
の
立
胸
地
ょ
ろ
之
を
論
せ
ん
に
、®.
し
自 

殺
者
か
行
政
上
必
要
缺
く
べ

(

らf
o

る
の
人
な̂o

し
な 

ら
ば
、
政
府
は
其
の
自
殺
に
因
り
て
失
ふ
所
多
き

R
P

の 

に
し
て
、
若
し
叉
、
自
殺
者
が
勢
力
は
有
し
届
^

S

t
る
一 

名
、
實
際
無
能
に
し
V

W

職
甚
だ
し
'く
、
政
府
內
に
於 

け

る一

種
の
寄
生
蟲
と
名
云
ふ.べ
き
人
な
6

せ
ば
、
其 

の
自
殺
は
却
つ
て
政
府
のM

a

な
る
ベ
し
。

叉
學
校
敎
員
の
見
地
ょ
6

之
を
論
せ
ば
、
自
殺
於
如
一 

俩
な
る
印
象
を
學
生U

與
へ
^

る
於
、
且
つ
如
何
に
@
 

殺
を
敎
材
と
し
て
利
用
し
得
る
か
に
侬
6

で
、
其
の
自 

殺
の
可
否
を
列
定
す
べ
く
、
而
し
て
、
其
の
印
象
は
S

: 

殺
者
の
地
位
、
名
.望
、
自
殺
の
原
因
、
自

殺

の

方

法

且I 

っ
诌
殺
に
對
す
る1

般
の
仳
評
等
の
如
何
に
侬
6

て
定
一 

i

る
名
の
ス
-•晴
つ
べ
し
。
轉
b

て

、

宗

敎

家

の

，
立

場

ょ
\ 

6

觀
れ
ば
其
宗
敎
A
敎
義
と
自
激
と
の
關
係
及
び
自
殺 

の
原
因
等
の
如
何
に
依
6

て
、
自
殺
の
可
否
を
論
ず
る
一 

名
の
i

す
べ
き
？
；

P

の
な
る
べ
し
。
次
に
社
會
敎
育
家
の 

立
脚
地
よ
6

之
を
論
す
.れ
ば
、
有
力
家
の
自
殺
於
自
殺

熱
を
流
行
せ
し
む
る
虞
な
き
や
否
や
を
考
究
す
3
の
要 

あ
な〔

。
' 若
し
其
虡
あ
.
o
と
せ
ば
、
此
社
會
敎
育
家
は
自 

.
殺
を
以
で
不
可
-V.

看
做
す
に
.0

る
べ
しo

終
ろ
に
、
其
他
の
國
民一

般
の
見
地
ょ
6

之
を
論
^
 

れ
ば
、
有
力
者
の
自
殺
於
果
し
て
可
な
る
や
否
や
は
、
 

自
殺
者
•の
國
家
に
對
す
る
價
値
の
如
何
に

依
る
名
?.
)
と 

す
。
國
家
に
取
6

て
有
用
な
る
人
物
な
れ
ば
、
其
の
@
 

殺
は
不
可
と
せ
次
る
を
得
卞
、
叉
功
罪
相
償
ふ
の
人
物 

な
れ
ば
、
國
民
は
做
等
の
痛
一
萍
を
感
せ
ぎ
る
べ
し
、
之 

に
反
し
て
無
爲
の
人
に
し
て
、
且
っ
性
行
毖
し
か
ら
梦 

社
會
に
窖
毒
を
锍
す
こ
と
甚
だ
し
き
者
な
ら
^
、
其
り

自
殺
は
却
つ
て
歡
迎
す
べ
き
名
の
な
る
ベ
し
。

一
.

七
、
乃

木

大

將

の

自

双

，吾
人
は
本
項
に
於
い
て
乃
木
大
將
の
自
匁
に
言
及
し 

て
本
論
を
結
ば
ん
i

欲
す
る
名
の
な
る
於
、
告
人
は
決 

し
て
ft
*

®

の
自
刃
に
對
し
て
fi
a

の
斷
案
を
下
さ

ん 

i

誠
み
る
こ
と
を
#

せ
卞
、
犁
に
前
數
項
t

於

S

て
諭

183

b

t

る
自
殺
_の
原
則
と
、
自
殺
の
可
否
斷
定
の
原
則
と 

の
應
甩
に
就
き一

言
せ
ん
と
の
希
望
を
有
す
る
の
み
。

前
數
項
に
於S

<

苒
三
論
匕
杧
る
如
く
、
或

る

自

殺

/ 

者
の
自
殺
を
論
ず
る
に
當6

て
、
先
づ
自
殺
者
舣
何
漱
一 

に
自
殺
欲
を
有
す
る
に
至
る.

£

を
li

明
す
る
を
要
す
0 

. \ 

然
る
に
乃
木
大
將
の
自
殺
の
原
因
は
不
明
な
6

と
云
は 

次
る
を
得
ず
。
發
表
せ
ら
れt

る
遺
書
の
語
る
所
に
據 

れ
ぱ
、
乃
木
將
軍
は
西
南
役
に
於
い
て
、
自
己
の
率
ゐ 

杧
る
聯
隊

於
敵
の
爲
め
に«

破
^

れ
、
其
の
聯
隊
旗
を 

敏
に
奪
は
れ
杧
る
と
、
旅
順
港
に
於
い
<
數
萬
の
靑
年 

の
身
命
を
犠
牲
に
供
し
杧
る
と
、
ニ
人
の
子
息
を
失
ひ
一 

*

る
と
に
因
6

、一

は
自
己
の
罪
を
贖.ひ
、

一
は
樂
み 

少
な
き
^

後
の
苦
#

ょ
6

兔
/̂

れ
ん
と
せ
る
か.如

し

I 

然
6

と
雖
名
、
左
に
揭
ぐ
る
將
軍
の
辭
世
に
據
れ
ば
、

. 

大
將S

自S

は
純
然
^

る
殉
死
の
如
し
。
 

I 

ぅ
つ
し
»

を
神
^

6

ま

し

、
大

君

の

み
あ
と
し
^

ひ
て
我
は
ゆ
く
な6
 
•

若
し
乃
木
大
將
の
自
刃
於
殉
死
に
非
す
し
て
、
他
の 

雜

.

錄

•原
因
に
基
づ
く
名
の
.
にV

、

唯
自
裁
の
拇
機
が
偶
然
明 

治
天
皇
の
靈
轜
御
出
門
の
堦
刻
と

1

•
致
し
^
み
の
み
と 

せ
ば
、
乃
木
大
將
は
決
し
て
み
あ
と
を
し
杧
び(

慕)

<
 

行
き
^

る
に
は
非
ず
。
狗
死
は
他
に
自
殺
の
原
因
無
き 

と
き
に
成
立
す
る
％
の«
.

6
。
若
し
他
に
原0

あ
6

て 

自
殺
せ
し
な
ち
ば
、
假
令
其
の
膪
機
が
明
治
天
皇
の
御 

大
葬
の
日
と
#

を
同
ふ
し
忆
6

と
て
、
.這
は
純
然
女
る 

殉
死
に
は
非
す0

叉
玆
に
注
意
す
ベ
き
は
未
だ
發
表
せ
％
-
れ
次
る
遺

言 

書
な
6

。
此
#

類
中
に
は
、
宮
內
省
に
關
す
る
？
の
一
通 

敎
育
に
關
す
る
名
の
一
通
及
び
軍
務
に
關
す
る
名
の
，一
 

通
あ
6

と
傳
ふ
。
吾
人
の
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
は
此
三 

通
の
遺
書
の
.內
容
と
、
其
內
經
と
大
將
自
匁
の
原
因
と 

の
關
係
な
6

。
大
將
は
自
己
の
生
命
を
犧
牲
に
供
し
て 

造
名
直
言
せ
んi

欲
し
^

る
所
な
き
：乎。

.

叉
風
說
に
據
れ
ば
。■乃
木
大
將
は
現
代
の
風
潮r
i
 

ら
次
る
所
あ
6

、

且

つ

明

治

の

，
敎

育

の

効

果

を

憂

慮

し
 

殊
に
貴
族
の
子
弟
の
敎
育
に
は
痛
く
失
望
せ
ら
れ
允
6
 ■

• 

七
七
七
，



ist

雜 

錄 

と
云
ふ
0
:次
に
、
兼
ね
'て
ょ
6

寵
愛
を
蒙
れ
る
明
治
天

皇
於
突
然
崩
御
せ
ら
れ
允
る
ょ
6

、
悲
哀
の
情
禁
b

難 

き
名
の
あ
'CN̂

C
N
-
V
O

®

す
る
に
、
罟
人
は
乃
木
大
將
自
刃
の
原
因
に
關
し 

て
は
正
確
な
る
知
識
を
缺
く
洛
の
i

爾
つ
べ
し
。
3

は 

れ
若
し
以
上
述
べ
^
る
臆
說
、
風
説
等
を
事
實
と
し
て 

之
を
^

せ
ば
、
其
原
因
を
大
略
左
.の
如
く
分
«

す
る
を 

得
べ
し
。

_

.
甲
、
.消
極
的
原
因 

一
、
.聯

隊

旗

事

件：

ニ
、
旅

馨

件
'

:

三
、
愛
息
の
戰
死 

.
四
、
港

後

の

寂

莫
.. 

. 
.

.

五

»

代
風
潮
に
對
す
る
苦̂

六
、
學
習
院
々
長i

し
て
失
望
：

七
、
明
治
：大
皇
の
崩
御.

乙
、
積
極
的
原
因 

•

■ 

j

I

順
®

a

者
の
遺
族
に
i[

す
る
同
靑
B

&

殺
..

. 

七
七
八 

：

ニ
、
風
潮
の
*

茈
っ
n 

.

三
、
-宮
內
省
、
■陸
軍
省
及
び
文
部
省
に
對
す
る
建 

.
議

を

1

厝
有
効
な
ら
し
め
ん
と
の
希
螌 

前
述
の
如
く
、.
乃
木
大
將
自
M
の
原
闶
は
明
か
な
ら 

.
次
れ
ど
、
惟
ふ
に
其
原
因
は
梭
雜
な
る
名
の
に
し
て
、
 

或
は
玆
に
揭
ぐ
る
如
く
、
消
極
的
原
因
と
積
極
的
原
因 

1
こ
を
含
め
る
な
ら
ん
-°

此
諸
種
の
事
情
の
爲
め
、
將
®
 

は

「

方
に
於s

て
は
生
存
の
苦
痛
を
感
支
る
こ
i

甚
だ 

し
爸
/;
>

、
或
は
叉
特
種
の
目
的(

積
極
的
原
因)

を
達 

せ
ん
i

欲
す
る
と
同
拇
に
、
叉
：ー
方
に
於
い
て
は
、
身 

は
陸
軍
の
顯
職
に
在
6

て
、
偉
名
赫
々
と
し
や
1&
界
に 

«-

き
、
所
爾
名
を
成
し
功
を
遂
げ
*

る
人
な
れ
«
、
今 

後
幾
年
生
存
す
ふ
i

?

'
 

S己
の
名
聲
を
益
々
發
揚
す 

る
の
餘
地
少
な
か
る
べ
く>

且
つ
假
令
餘
地
あ
.o,

と
す 

る
'

 

餘
年
幾
何
S

無
き
身
な
れ
ば
、
今
後
の
生
涯
ょ 

6

得
る
快
樂
は
頗
る
僅
少
な
る
ベ
き
理
な
る
を
以
て
、 

將
軍
は
遂
に
自
殺
欲
^

値
く
に
至
6

^

る

に

非

^

る

や 

.

自
殺
欲
を
有
す
る
に
至
6

る
原
因
は
孰
れ
に
.
.；

j
p
i
;

185

ょ
、%

木
大
將
财
一
旦
此
徼
望
を
懷
く
に
至
ら
ば
、
之
を 

充
足
せ
し
む
る

乙

と
を
躊
_

せ
^

る
は
自
明
の
事
に
屬 

す

。
如
何
i

な
れ
ば
、
身
は
軍
人
な
る
の
み
な
ら
す
武
家 

に
生
れy

、

且
つ
數
囘
の
實
戰
に
加
は6

る
人
な
れ 

ば
、
自
殺
の
苦
痛
を
恐
る
、
こ
と
少
な
く
、
且
つ
明
治
天 

皇
の
御
大
葬
な
る一

好
辟
期
に
際
會
し̂

れ
ば
な
6

。

要
す
る
に
、
乃
木
大
將
の
自
匁
、が
精
神
錯
亂
ょ
6

決

\ 

行
せ
ら
れ
し
名
の
に
非
次
る
限

6

»

、
相

當

の

理

由| 

あ
^S

V
-

自
殺
欲
を
有
す
る
に
至6

、
遂
に
其
欲
望̂

充

\ 

足
せ
ら
る
、
に
至-
q
Nte
:

る
^P

の
な
る
を
以
て
、
乃

木

大| 

將
の
立
脚
地
ょ6

之
を
論
せ
ば
、
；止
當
の
行
爲
な6

と 

す
。
唯
乃
木
大
將
は
苦
痛
、
佚
樂
等
を
此
較
秤
量
す
る

j 

に
當
6

て
、
果
し
て
何
等
の
誤
算
無
か
ら
し
や
杏
や
に 

關
し
て
は
多
少
の
疑
點
あ
る
べ
け
れ
ど
、
菩
人
«
乃
木 

將
軍
自
裁
の
眞
相
を
熟
餅
せ

f
o

る
を
以
て
、
之

を

驗

評！ 

す
る
の
權
刺
な
し
。

若
し
夫
れ
社
會
に
對
す
る
將
軍
の
自
贝
の
可
否
に
至 

6

て
は
自»

の
原
因
の
何̂

る

を

問

は

す

.
、

社

會

に

與

雜 

錄

へ
杧
る
影
響
を
標
準
と
し
<
之
を
討
究
す
ベき
な
6

0
 

而
し
て
、
社
會
は
、
前
述
の
如
く
、
對
自
殺
者
と
の
關 

係
上
の
多
數
の
階
級
に
分か
祀
る
べ
き
名
の
に
し
て
、
 

乃
木
大
將
の
場
合
に
於
き
て«

、
親
戚
、
朋
友
、
同
鄕
、
同 

僚
"

一
、
般

陸

軍

々

人

.

.海
第
々
人
、
宮
內
省、學
習
院
、
政 

府

、
敎
育
寧
及
び
他
の
國
民一

般
と
に
之
を
分
つ
を
得 

べ
し
。
此
諸
種
以
階
級
に
對
す
る
乃
木
大
將
自
刃
の
影 

響
は
勿
論
一
な
ら
，̂

、
^
る
者
に
對
し
て
は
^

^

に
し 

V
、

叉
或
者
に
對
し
て
は
不
利
な
6

0

、
若
し
譲
者
に
し 

<

隰
重
に
乃
木
大
將
自
匁
の
可
否
を
論
せ
ん
と
欲
せ
ば 

單
に
漠
然
立
脚
地
を
定
め
ず
し
て
、
之
を
論
せ
ず
、
前 

記
の
諸
階
級
を
標
準
と
し<
之
を
硏
究
す
べ
し
。

七
七
九


